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Ｃ The system must be designed being

able attach a surface acceraration app‑

ratus.

Ｄ Obsevation window must be set on

both sides and bottom of the water chan‑

nel.

Ｅ The system must be connected to the

circulation system of the swimming pool

to circulate the water inside the water

channel.

Ｆ Emergency shutdown function must be

set in the system.

Ｇ Prompt maintenance and user support

system must be secured.

Ｈ Aseimatic performance must be pro‑

vided.

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 20 June, 2024

 Contact point for the notice : Naomi

Orito, Division of Contracts, Department of

Finance and Accounting, University of Tsu‑

kuba, 111 Tennodai Tsukuba‑shi 305
8577 Japan, TEL 0298534569

資料提供招請に関する公表
次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
令和６年５月 21 日

国立大学法人宮崎大学
契約担当役 理事 佐藤 一仁

◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 45
〇第１号
１ 調達内容
 品目分類番号 14
 導入計画物品及び数量 生体情報管理シス
テム 一式
 調達方法 借入
 導入予定時期 令和６年12月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
Ａ 患者の生体情報を管理するシステムを有
すること。
Ｂ 生体情報を記録するサーバを有するこ
と。
Ｃ 病棟内の患者情報を映すセントラモニタ
を有すること。

Ｄ 患者情報を管理する生体情報モニタと送
信機を有すること。
Ｅ 当院の電子カルテシステムと接続し、患
者情報の通信ができること。
Ｆ 迅速なメンテナンス体制とユーザー支援
体制がとれていること。
Ｇ システムに関する保守契約を含むこと。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 令和６年７月８日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒8892192 宮崎市学園木花台西
一丁目１番地 国立大学法人宮崎大学財務部
経理調達課 黒木 高徳 電話098558
7574

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 令和６年５月21日から令和６年
７月８日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 令和６年５月24日11時00分
 開催場所 宮崎大学木花キャンパス事務局
３階会議室

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 14

 Nature and quantity of the products to be

purchased : Biometric information manage‑

ment system 1 Set

 Type of the procurement : Rent

 Basic requirements of the procurement :

Ａ The system must have to manage

about biometric information of patient.

Ｂ The system must have the server that

records biometric information.

Ｃ Must have the biological information

monitor and transmitter to manage pa‑

tient information.

Ｄ Must have the biological information

monitor and transmitter to manage pa‑

tient information.

Ｅ Able to connect with our hospitals

electronic chart system and communicate

patient information.

Ｆ A prompt maintenance system and

user support system must be in place.

Ｇ Includes maintenance contract for the

system

 Time limit for the submission of the re‑

quested material : 17 : 00 8 July, 2024

 Contact point for the notice : Takanori

Kurogi, Procurement Section, Accounting

Division, National University Corporation

University of Miyazaki, 11 Gakuen

Kibana‑dai Nishi Miyazaki‑shi 8892192
Japan, TEL 0985587574

資料提供招請に関する公表

次のとおり物品の導入を予定していますので、
当該導入に関して資料等の提供を招請します。
令和６年５月 21 日

大学共同利用機関法人
自然科学研究機構長 川合 眞紀

◎調達機関番号 416 ◎所在地番号 13
〇第１号天文台
１ 調達内容
 品目分類番号 15、29
 導入計画物品及び数量 国立天文台情報
ネットワークサービス 一式
 調達方法 借入
 導入予定時期 令和７年９月以降
 調達に必要とされる基本的な要求要件
このサービスでは、１）基盤ネットワーク、
２）監視記録の２つで構成される。基盤ネッ
トワークは、１ａ）コアネットワーク用とし
て、100GbE／50GbE／40GbE／25GbE／10
GbEに対応した機器、１ｂ）利用者のアクセ
ス用途として、MGIG且つPoE＋以上に対応
する機器を必要とし、また、１ｃ）IPv４／
IPv６転送とルーティング、加えてL２／L３
のＡＣＬサービスを実現できること。２）１）
のモニタリングができること。

２ 資料及びコメントの提供方法 上記１の物
品に関する一般的な参考資料及び同の要求要
件等に関するコメント並びに提供可能なライブ
ラリーに関する資料等の提供を招請する。
 資料等の提供期限 令和６年６月25日17時
00分（郵送の場合は必着のこと。）
 提供先 〒1818588 東京都三鷹市大沢
２21１ 自然科学研究機構国立天文台事
務部経理課調達係 中川 由恵 電話0422
343676 Mail：chotatsu_AT_nao.ac.jp

３ 説明書の交付 本公表に基づき応募する供給
者に対して導入説明書を交付する。
 交付期間 令和６年５月21日から令和６年
６月25日まで。
 交付場所 上記２に同じ。
４ 説明会の開催 本公表に基づく導入説明会を
開催する。
 開催日時 令和６年６月４日13時00分
 開催場所 自然科学研究機構国立天文台輪
講室。

５ その他 この導入計画の詳細は導入説明書に
よる。なお、本公表内容は予定であり、変更す
ることがあり得る。
６ Summary

 Classification of the products to be pro‑

cured : 15, 29

 Nature and quantity of the products to be

rent : NAOJ Information Network Service

1 Set

 Type of the procurement : Rent

 Basic requirements of the procurement :

This system will be providing an informa‑

tion network system for research and ad‑

ministration in Mitaka headquarter, No‑

beyama observatory, Mizusawa observa‑

tory and Tokyo Data Center. This system

consists of two subsystems : A) Network

service, B) monitoring service.

A) Network service has capability for

MGIG and 10Giabit Ethernet protocol

with PoE＋ as Layer‑2 service and

IPv4／v6 protocol as Layer‑3 service.
The system should have LAN authentica‑

tion on the Web that supports two‑factor

authentication with Microsoft EntraID,

and authentication functions using

EAP／TLS with the electronic certifica‑
tion platform SaaS.


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